
【実践例２】 

「かけ算」の本質に迫るための学習指導過程の工夫 

１ 単元について 
 「かけ算（１）」の単元では、「１つ分の大きさ」やその「いくつ分」という言葉をおさえることはも

ちろんであるが、身の回りの事象から乗法で表せる場面を探しながら、乗法による総量の求め方の「よ

さ」に気づかせていくことが大切である。身の回りの生活の中には同じ数ずつあるものがたくさんある

ことに気づかせることによって、乗法が生活の中で生かされていることを実感させることができ、生活

の中で有効に使おうとする意欲を喚起できると考える。 
 そこで、身の回りの物から同じ数ずつあるものに着目させ、児童自ら同じ数ずつあるものを探す活動

を取り入れ、それらをかけ算の式で表していくようにする。さらに、乗法の式に表したものをブロック

と対応させてお話作りをし、乗法の理解を深めていく。 
２ 単元の目標 
・ 身の回りの事象から乗法で表される場面を進んで探そうとする。（関心・意欲・態度） 
・ 乗法の用いられる場面について、もとになる大きさやそのいくつ分を考えることができる。（数学的な考え方） 

・ 「一つ分の大きさ」や「いくつ分」に着目し、乗法の式に表すことができる。（表現・処理） 
・ 乗法の意味を理解するとともに、乗法の答えは、同数累加と同じ答えになることがわかる。（知識・理解） 
３ 学習指導計画    （全７時間）（本時３／７時間） 
１時 同じ数ずつあるものの数え方 
２時 全体の数を「1つ分の大きさ」と「いくつ分」でとらえる。乗法の意味・式の書き方 
３時 写真や絵から、同じ数ずつのものを探し、乗法の式で表す。        （本時） 

 
４時 

単位量のいくつ分を意識してブロックを並べ、総数を求める。 
1つ分の大きさを決め、分け方を式に表す。 

５時 乗法の問題作り、絵本作り 
６時 連続量の場合の乗法の意味、「倍」での表し方 
７時 既習事項のまとめ 
４ 本時の学習指導 
（１）目標 
「1つ分の大きさ」や「いくつ分」の数に着目して、乗法の式に表すことができる。 

（２）授業の展開 
 前時までに、身の回りの物から

同じ数ずつあるものを見つけさせ、

絵カードにかいたものを補助黒板

に掲示しておいた。 
  
 それらの中に、意図的に同じ数

ずつでない物の絵カードもいれて

掲示し、「１つ分の大きさ」を意識  

できるようにした。            

 
 
 
 
 

児童が見つけてきたもの 

たまごパック ソーダーアイス ランチルームのせん

ぷうきのはね 



見通しが持ちやすいように「一かたまりに○個ずつ、

○つ分」のことばと絵や式が結びつくようにワークシ

ートを工夫した。ワークシートの中にも、児童が見つ

けてきた同じ数ずつあるものの具体物を例としてあ

げ、何度も繰り返し具体物を変え、数を変え、練習し

ていくことで理解を深めていった。 
 

「かけ算探し」から「かけ算づく

り」へと発展させ、視点を変える

ことにより、乗法の確かな理解と

ともに、つまずき発見にもつなが

り、個の理解状況を把握するのに

も有効な学習過程となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 置いたブロックを見ながらブロックを具体物に変え５×６のお話作りをしていくと、抵抗なく発表で

き他の数（式）の場合も考えやすかった。式に表すこと、式を読むことの両面から乗法理解を深めてい

くことができた。 
５ 授業後の子どもの反応から 
 単元を通して、それぞれの児童が見つけてきた同じ数ずつあるものを教材として取り上げたので、意

識が持続し興味を持って「かけ算」の意味を習得することができた。 
第４時間目の、1 つ分の大きさを決め２４個のレモンの分け方を式に表す活動では、1 つ分の大きさ
をいろいろに変えながら何通りもの式を考えることができた。１つ分の大きさを２個ずつにして 2×12
や、1 個ずつも同じ数ずつだからと 1×24 の式を考える子もいた。その友だちの考えから 24 個を１つ
分にしても立式できると 24×1も見つけることができた。 

第５時の絵本作りでは、第３時(本時)で使っ
た絵カードをもとに「かけ算の本」を作った。

1 ページ目には、1 つ分の大きさがわかるよう
に書き加え、絵カードを 2,3 ページ目に使い、
いくつ分がわかるように問題文を書き入れ、４

ページにはブロック図や○図などと式や答え

を書いて、楽しく問題や式を書くことができた。 

ブロック操作のつまずき例 


